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5高楠順次郎とタゴール―仏教哲学者が「詩聖」に見たもの
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一、はじめに
近代日本を代表する仏教哲学者である高楠順次郎（一八六六～一九四五）は、インドの「詩
聖」と呼ばれるラビンドラナート・タゴール（一八六一～一九四一）を尊敬し、愛した一人
であった。この両者は高楠が五歳の年長で、タゴールが四年先に死去したという、同世代人
である。
高楠がはじめてタゴールに会ったのは、タゴールがはじめて来日した大正五年（一九一六）
のことのようである。同年七月に『六合雑誌』に高楠が発表した「予の見たる詩聖タゴール」
によれば、「予が印度に入った時はタゴール氏は龍動に客遊して居った1」と記しており、大
正元年九月から翌年四月までインドとネパールを訪れた2際には会わなかったことがわかる。
それがこの年の来日の際にはじめて出会い、「予は氏を迎ふる時の希望よりも逢った時の会心
の満足には遥により以上であった。多分送った後も何者か脳底に印されて永久に忘れ難い福
音が残るであらうと信ずる」という好意的な印象を抱くにいたった3。同年五月二十九日にタ
ゴールは神戸に到着し4、大阪でさっそく講演した後東京に向かい、高楠霜子夫人の日記によ
ると、六月五日にタゴールが東京駅に到着した際には、「午后八時半タゴール氏ヲ東京駅ニ迎
フ」とあり、ここではじめて出会ったことがうかがえる5。高楠は当時四十九歳で東京帝国大
学教授（文学博士）、日本を代表する仏教哲学者としての地位を築き上げていた。その後タゴ
ールは日本美術院、東京帝大での講演のあと、六月十三日に上野寛永寺で開かれた歓迎会で
は、高楠が閉会の辞を述べている6。顔を合わせた後の高評価は先述の通りで、六月十一日に
行われた東京帝大での講演7（「日本に対する印度の使命8」）についても、「高遠の心理と眼見
の近事とを融合し、詞想の美に加ふる声美を以てし…憧憬すべき人格の致す所」などときわ
めて高い評価を加えた9。 
高楠は、当時のインド人一般に対して、好意的な印象をもってはいなかった。大正二年に
発表した論文では「今日の印度の宗教は堕落して居て、到底宗教のことを印度人と相談する
とは思はれない。現今の状態を見ると、宗教を以て食ひ者にするか、或はまた宗教によりて
遊んで食はむとする高等遊民が宗教者に多い。故に目下の印度の宗教はお話にならぬ程堕落
して居る……仏教美術、仏教建設より外に印度には見るべきものが無い10」と厳しく指摘し、
同年の別の論文でも、「インドはわれらに最も因縁が深い国であるが、将来幾多の年月を経れ
ばいざ知らず、今日の処では殆んど注文に価する進歩はみえない11」と断じていた。タゴー
ル来日を受けた前掲の論考でも、「予は今時の印度人に対しては余りに敬意を寄せ能はざる一
人である」とあらためて自らの立場を告知した上で、タゴールへの敬意を表明した。インド
人一般が評価に値しない中で、タゴールのみが燦然と輝いているようにみえたからである。
高楠はいう。自分が「口を極めて氏を讃する如く見ゆるは、氏が余り現代の印度に超越して
居るからである」12。 
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では高楠は、タゴールのいかなる思想、あるいは詩想をもって、「堕落」した現代インドに
おける一筋の光をみたのであろうか。以下、若干の考察を試みてみたい。 
 
二、面会前のタゴール観 
タゴールが来日する直前の大正五年四月、高楠は『日本及日本人』に「タゴール氏に就て」
と題する短文を発表した。ここで高楠は、自分が大正元年から翌年にかけてのインド滞在中、
「遂に逢ふ機会を失した」事情を説明した上で、「今回の来朝は、時期と云ふ上からも、其他
の点からも、誠に好時期と云ふべきで、我国民は大に此の日本贔屓の大詩人を歓迎すべき筈
である」と歓迎の意を表明した。その上で、高楠は名家たるタゴール家の家系をたどり、タ
ゴール自身は幼少時から「詩人的気質」を有し、自然を愛し、読書を好む愛国主義者であっ
たとして、自国の衰運を嘆き、「往事の盛事に立還らんことを理想せざる得なかった」という。
そのために、タゴールは古代文明を研究してこれを現在に示し、青少年をしてその復活に努
めさせねばならないと考えた。こうした試みは当然ながら英国当局を刺激するが、やがてロ
ンドンに渡り、著書や講演を通してその見識を示していく中で、ロンドンの思想界は「東洋
の大詩聖を発見した」。かかるタゴールの思想を特色付けているのは、階級制度を克服した「国
民平等主義」にあり、その「大自然観」は自然と人間とを同一の生命を有しているものと見、
両者が助け合うことで宇宙の完成が為されるととらえたところにある、という。東洋文明は
自然を敵視する西洋文明と異なり、自然と親しみ、自然の中に自己を実現しようとするとこ
ろにその本質がある、と高楠は解説する13。 
高楠はすでに大正元年から翌年にかけてのギリシャ・インド・ネパール訪問を経て、西洋
文明とは、自然界を征服する「物質的文明」であり、東洋文明たるインド文明は自然界と共
存する「精神的文明」である、と分類し、後者を人格として顕在化させたのが釈尊であり、
その智恵が無限の光明としてインドを照らしてきた、と捉えていた14。かかる文明観を持っ
ていた高楠にとって、タゴールは、いわば「現代の釈尊」として迎えられるべき、格別の存
在であったと思われる。高楠はいう。「氏の如き思想家を印度に発見した事は、東洋の為に大
に慶賀すべきことゝ云はなければならぬ15」。 
タゴール来日を受け、『読売新聞』はこれがもつ意義について「仏教哲学の大知識にして
印度研究の最高権威たる高楠博士の所感を聞かん」と企画し、高楠はこれに答えて大正五年
六月十二日・十五日の同紙紙面に「印度詞宗タゴール」を掲載した。内容から考えて、タゴ
ールと出会う前に取られた談話と思われる。 
ここで高楠は、タゴールが「日本人に期待し、日本仏教に期待し、日本精神界の活動に期
待する所多きを以て、遂に遠遊の意を決したるなり」と察した上で、「日本の仏教は果たして
その期待を満足せしめ得べき地位に在りや否や」と問い、「詞宗に予期の満足を与ふる能はざ
るは火を見るよりも明らかなり」と断じる。その一例として、高楠は高輪大学で講演した際
に、「聴者聾の如く唖の如く亦一辞を讃する能はず」であった体験を披瀝し、日本仏教の実態
が危機的状態にあることを難じる。その上で、高楠はタゴールの来朝によって「仏教界が詞
宗に於て一大知己を見出したるを喜び、世の仏教を解し得ざる人々が氏の錦心繍腸を通じて
顕はれたる純仏教を味はひ得るに至り、為に我国の思想界に多少の反響あらんことを与期せ
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んと欲するに在り」。その意味で、タゴールは日本にとっても「現代の釈尊」としての光を放
つべき存在であった16。 
 
三、面会後のタゴール観 
こうした多大なる期待と希望を抱いてタゴールの来日を迎えた高楠は、実際に本人と会っ
て、いかなる感想を得たのであろうか。 
もともと、タゴールが日本と接するきっかけになったのは、明治三十四年の岡倉天心のタ
ゴール家訪問である。彼はここではじめて日本人に接し、これを機会に日本に対する関心が
喚起されて、来日を希望するにいたったといわれている。実際の来日は非ヨーロッパ人とし
てはじめてノーベル賞を受賞したのちの大正五年になるが、具体的なきっかけは米国からの
講演旅行の招待で、その機会に日本を訪れ、疲れた心身を癒したいと考えたようである17。 
かくして訪れたタゴール18との出会いの後、高楠が「予は氏を迎ふる時の希望よりも逢っ
た時の会心の満足には遥により以上であった。多分送った後も何者か脳底に印されて永久に
忘れ難い福音が残るであらうと信ずる」という感慨をつづったことは、すでに引用した通り
である19。 
その高楠が「理想の印度人」であるとしてタゴールを讃えるのには二つの理由がある、と
いう。第一に、「今から五千年前のリグ吠陀時代20の聖者は正しく氏と同型」であり、その「リ
グ吠陀時代の聖者」は自然を賛美してその無窮の胎内に眠らんとし、無上の神格を仰ぎ、最
高の示現を憧憬した。かかる宗教的・哲学的態度を備えた人物こそ「大仙」であり、「真善美
を体現した超越人格」であり、これを「個人的に縮小して、而かも内容に於て拡大したのが
タゴール氏である」、というのが第一の評価点であった。第二に、インド宗教一般が学問や祭
祀の形式に流れて堕落し、没世間となる一方で、森林において理想的生活を送り、「印度の夢
幻生活に対して新生活を付与せんとする生きた聖者」こそタゴールであり、その精神生活は、
涅槃を説き、平等主義の菩提を重んじ、解脱を主張する大乗仏教にも通じる、という。古代
インドを重んじ、「仏教が最後の救主」であると信じる高楠によって、かかるタゴールの姿勢
こそ「実生活と共鳴せる大仙人」として賞賛されるべきであった21。「現代の釈尊」を期待し
ていた高楠にとって、本人がかかる印象を残したことは、深い満足を与えたに違いない。 
その翌年にもタゴールはアメリカ滞在後に横浜を訪れ22、さらに大正十三年五月末に来日
し、長崎から神戸、大阪を経て、東京に到着し、東京帝大、協調会館、工業クラブで講演、
養育院を訪問したほか、芝居見物を経て六月二十一日に日本を去った。東京に着いた六月七
日、電車の車中で「今度の旅行は研究が主で講演は従ですからどうかほんとうにもっとした
しく皆様に接したい23」と語っていた通り、タゴールはこのとき多くの日本人と接したよう
で、たとえば来日に際して上野精養軒で開かれた歓迎会は頭山満、内田良平、内ヶ崎作三郎
などが主催し、「代議士及び東亜問題の研究者等百七十余名が参加」したという。高楠も顔を
出していたかもしれない24。 
なお、高楠はこの年八月、『現代仏教』に寄せた「宇宙の声」と題する文章において、「タ
ゴール翁は理想主義に生ける哲人である。恒に現実を理想化せんとする詞聖である」として、
自らの学園を「宇宙の声」と名付け、タゴールの理想を理想とする者が集って、大自然の声
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に瞑想して耳を傾け、全人類の声に静寂な心を澄まそうとしている、という。タゴールは、
「古吠陀時代の詞聖の如く、自然の崇拝者」であり、自然人格の崇拝者であり、自然の声に
耳を傾けることを通じて人間の声を含めた「大自然の法音」をも聞き取ってきた。かかるタ
ゴールを前にしたとき、日本では教育も政治も実業家も労働者も「世界の所謂文明市場に提
出すべき唯一不二の国産たる」大乗仏教を顧慮せず、何ら提示しうるものがない、と高楠は
慨嘆する25。大正五年当時と認識を基本的に同じくしていたことが理解されよう。 
これから五年後の昭和四年（一九三〇）三月、再度タゴールは日本を訪れている26。タゴ
ールは横浜に着いた際、日本の印象を次のように語っている。「日本には大正六年と十三年の
二回来たことがあります、来る度に都会も田舎も西洋文明の悪いところにかぶれ日本独特の
美しい風景や文物が損なわれてゆくのは残念です27」。タゴールはその後アメリカ、カナダに
向かうが、そこでトラブルに遭って五月から六月にかけて一ヶ月ほど最後の来日を果たした
28。 
タゴールは五度の来日を通じて、「日本人との花との関係は、美意識に基づき、そして静
かである。…私はさとるところがあった。日本人は芸術の大家であるばかりでなく、また生
活を芸術化するすべを身に手に入れている29」などと日本の美意識や自然との調和、自己犠
牲の精神、日常生活における禅定に基づく優雅さなどを讃美し、頭山満などの大アジア主義
に共感しつつ、先述の通り、西洋から受け継いだ国家主義や機械産業、近代化政策を批判し、
後者が前者を揺るがすことを懸念した。それが、やがて日中戦争を日本の過度の西洋国家主
義模倣、侵略戦争として批判し、日本をファシストとして批判する態度を生んでいく30。こ
れまでの高楠の態度から、特に前者においてタゴールと共感していたことは想像に難くある
まいが、問題となるのは後者の日本批判であった。高楠はタゴールの日本批判について、ほ
とんど何も語っていない。それは、おそらくはその面に共感することができなかったためだ
と思われる。そうした高楠の態度が象徴的にあらわれている晩年のタゴール論をみておこう。 
 
四、むすびに代えて 
高楠は昭和六年三月二十二日付の『読売新聞』朝刊「宗教欄」で、「仏教の根本義」につ
いて説いている。そこで高楠は、大乗仏教の根本主義として八つの主義があるとして、「無神
主義」「人格主義」「理智主義」「理想主義」という「内面」の主義と、「無傷害主義」「大慈主
義」「平和主義」「平等主義」の「外面」の主義を挙げ、特にこの「無傷害主義」は一切の生
物を傷つけない「生類愛」「人道愛」であり、「実行派のガンデイも理想派のタゴールも倶に
この無傷害主義によっている」という。この主義に依るならば、人間が動物を虐待すること
も、人が人を圧迫することも不条理であり、宗教間紛争などもってのほかであった31。タゴ
ールはたしかに、高楠が感動した大正五年の東京帝大での講演でも、次のように語っていた。 
 
今日の如く大規模なる国家間の呑睡、国土を刻み肉の如く荒す巨大なる機械、互いに五臓六
腑を裂き出さゞれば止まざらんとする恐ろしき嫉妬心…この政治的文明は科学的ではあるが、
人道的ではない、この偉大なる所以は、一個の目的に向かって全力を集中するからである、
信義に背き、箴言を吐いて恥とせず、貪婪の大偶像を本尊とし、お祭騒ぎを為して以て之を
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愛国心と云ふて居る、然しこれは何時迄も続きはしない、この世には個人的にも又団体にも
通用さるゝ道徳法がある32 
 
 かくして、昭和十八年二月にガンジーが断食をしながら非暴力主義の抗議活動をはじめた
とき、高楠は「印度の理想は大体、無傷害（アヒンサー）の思想である」と述べ、ガンジー
の主義はまさにここにあるとした上で、「印度は人間愛を動物愛にまで拡大して居る、実に動
物の楽園である。殊に牝牛は神獣として敬愛する。…然るに英人は牛刀を提げてこれを撲殺
して食用とし、皮を沓となし、骨を器具に作る。その理想において英印の衝突は到底避くべ
からざるものがある」と英印衝突の運命的不可避性を論じた。そしてその焦点となっている
無傷害主義については、「無傷害を人道に実現せんとしたのが理想派としては、彼の哲学詩聖
タゴールであった。その愛の世界の主張はこれから来て居る。その実行派としては、行の哲
学大聖ガンジー翁である」というのが高楠の認識であった33。そして高楠は、「仏教が印度の
地上に消えて後既に七百年なりと云ふ今日に就て印度を動かす実行派のガンデイも、世界に
響くタゴールも倶に仏教の理想をもって理想とし、殊に仏教のアヒンサー（無傷害）主義を
以てその中枢思想として居るのである。今に宇宙の声は悉く仏教に集中するの時代も出現す
るであろう」と、この二人の無傷害主義が仏教興隆の鍵になるとさえみていた34。 
高楠にとって、タゴールやガンジーは、古代インドが作り、釈尊が語り残した精神性を保
持し、発揮し続けている貴重な存在であり、仏教再興の希望であった。だからこそ高楠は彼
等を弁護し、讃えたのである。同時に、かかる精神文明を理解しない物質文明一辺倒の西洋
は、インド精神文明にとっての「敵」であって、衝突せざるを得ない存在であった。タゴー
ルも大正十三年の東京帝大における講演において述べている。「欧米の物質文明はその強烈な
国家主義と相合して甚だしい横暴をきわめてをりますが彼れ等も遠からず行きづまり東洋の
自然的大思想の前にひざまづく時がくるでせう」35。その意味で、高楠とタゴールは同じ位
置に立っていた。 
現在、高楠が設立した武蔵野女子学院には、昭和四年にタゴールが帝国ホテルで記した書
が残されている。ベンガル文字で、パーリ語の法句教に出てくる章句、 
 
怒りなきことによって 怒りに打ち克つべし36 
 
が記されたものである。高楠はこれを武蔵野女子学院の講堂の正面に掲げるなど大切に扱
ったようだが、それは雲藤義道が指摘しているように、「その内容が釈尊の言葉であることに
よる」がゆえであろう3738。 
ともあれ、タゴールが日中戦争を日本の侵略戦争と捉えてこれを批判するとき、物質文明
と精神文明の「両刀」を備えた日本を大東亜共栄圏の盟主として位置付けた高楠は、タゴー
ルと論争を交わし、大東亜共栄圏設立を弁護した野口米次郎と同じ位置にいた。その高楠に
とって、タゴールの古代的精神性や西洋物質文明批判は是とすべきであっても、大東亜共栄
圏の理想を否定することはできなかった39。晩年のタゴール論がタゴールの日本批判や戦争
観に一切触れず、一方でその精神性のみを高く評価しているのは、こうした見解の相違とタ
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ゴールへの愛情、そして思想的共鳴の交錯の結果であったにちがいない。では、精神文明と
物質文明を併せ持ったという日本において、無傷害思想と戦争の遂行とはどう共存しうるの
か。その高楠の思想的模索については別稿を期したい。 
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